
陣ケ丘 

 

彦四郎の一党は陣ケ丘に源氏の軍を引き受けて、手強く戦います。 

陣ケ丘の下手に矢太鼓(やだこ)の地名が残っています。 

矢は飛び交い、両軍の陣太鼓は鳴り響き、その戦いの激烈な有様 

をそのまま残しております。 

源氏の自旗は地に満ち(自旗の地名)、陣ケ丘はもろくも敗れました。 

 

 

 

「沼田歴史散歩」 

平成 28年 11月吉祥日発行 

沼田歴史散歩の会 より 


